
(57)【要約】

　　【課題】　　　回線品質の推定精度が低いため、回

線品質推定値の分散が大きい場合でも、スループットを

向上させること。

　　【解決手段】　ＭＣＳ（ＳＩＲ）取得部２０１は、

ＳＩＲ値に応じたＭＣＳレベル（ＭＣＳ（ＳＩＲ））を

ＭＣＳテーブル２０２から取得し、大小比較部２０４が

ＭＣＳ（ｐ）記憶部２０３に記憶された前回の制御時に

用いられたＭＣＳレベル（ＭＣＳ（ｐ））との大小比較

を行って、ＭＣＳ決定部２０５が比較結果に基づいて、

ＭＣＳ（ｐ）に対して所定のレベル差となるＭＣＳレベ

ルを決定する。ＭＣＳ決定部２０５は、決定したＭＣＳ

レベルに対応する変調方式及び符号化率をＭＣＳテーブ

ル２０２から取得し、レートマッチング部１０３と変調

部１０５を制御する。

　【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 変 更 可 能 な 符 号 化 率 で 送 信 デ ー タ を 符 号 化 す る 符 号 化 手 段 と 、
　 複 数 の 変 調 方 式 の う ち い ず れ か の 変 調 方 式 で 変 調 す る 変 調 手 段 と 、
　 所 定 の 変 動 幅 が 予 め 定 め ら れ 、 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 暫 定 的 に 求 め 、 暫 定 的
に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と を 比 較 し 、 そ の レ ベ ル 差 が 前
記 変 動 幅 内 に あ る 場 合 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 す る 一 方 、 前 記 レ ベ ル 差 が 前
記 変 動 幅 を 越 え る 場 合 に 、 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル 差 を 前 記 変 動
幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 し 、 決 定 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と な る よ う に 前 記 符 号 化 手 段
及 び 前 記 変 調 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 検 出 さ れ た ド ッ プ ラ ー 周 波 数 に 応 じ て 、 前 回 制 御 時 に 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る
変 動 幅 を 決 定 す る 決 定 手 段 と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 決 定 さ れ た 変 動 幅 で Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 決 定 手 段 は 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 が 高 い 場 合 に は 変 動 幅 を 大 き く し 、 ド ッ プ ラ ー 周 波
数 が 小 さ い 場 合 に は 変 動 幅 を 小 さ く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 所 定 の 変 動 幅 が 予 め 定 め ら れ 、 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 暫 定 的 に 求 め 、 暫 定 的
に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と を 比 較 し 、 そ の レ ベ ル 差 が 前
記 変 動 幅 内 に あ る 場 合 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 す る 一 方 、 前 記 レ ベ ル 差 が 前
記 変 動 幅 を 越 え る 場 合 に 、 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル 差 を 前 記 変 動
幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ａ Ｍ Ｃ （ Adaptive Modulation and Channel Coding） 制 御 を 行 う 無 線 通 信 装
置 及 び Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 伝 搬 路 状 態 に 応 じ て 適 応 的 に 変 調 方 式 を 決
定 し 、 決 定 し た 変 調 方 式 を 用 い て 通 信 を 行 う こ と が 広 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 無 線 通 信 の 分 野 で は 、 高 速 大 容 量 な 下 り チ ャ ネ ル を 複 数 の 通 信 端 末 装 置 が 共 有 し
、 基 地 局 装 置 か ら 通 信 端 末 装 置 に パ ケ ッ ト を 伝 送 す る 下 り 高 速 パ ケ ッ ト 伝 送 方 式 が 開 発 さ
れ て い る 。 非 特 許 文 献 １ に は 、 こ の 下 り 高 速 パ ケ ッ ト 伝 送 方 式 で あ る Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ （ High S
peed Downlink Packet Access） に お け る 適 応 変 復 調 ・ 誤 り 訂 正 符 号 化 と ハ イ ブ リ ッ ド Ａ
Ｒ Ｑ の ス ル ー プ ッ ト 特 性 に つ い て 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ で は 情 報 伝 送 速 度 を 向 上 さ せ る た め に 、 伝 搬 路 の 状 態 に 応 じ て 変 調 方 式 及 び
誤 り 訂 正 符 号 の 符 号 化 率 を 適 応 的 に 制 御 す る Ａ Ｍ Ｃ 技 術 や 、 誤 り 訂 正 符 号 化 と 組 み 合 わ せ
て 効 率 的 な 再 送 を 行 う ハ イ ブ リ ッ ド Ａ Ｒ Ｑ （ Automatic Repeat Request） 技 術 、 さ ら に は
、 伝 搬 路 の 状 態 に 応 じ て デ ー タ を 送 信 す る ユ ー ザ を 高 速 に 切 り 替 え る ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 技
術 の 適 用 が 検 討 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 Ａ Ｍ Ｃ は 、 伝 搬 環 境 が 良 好 な ほ ど 、 高 速 な 変 調 方 式 と 符 号 化 率 の 高 い 誤 り 訂 正 符 号 と を
適 用 す る こ と に よ り 伝 送 レ ー ト を 向 上 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 通 信 端 末 装 置 が 下 り 回 線 の 伝
搬 路 状 態 を フ レ ー ム 毎 に 推 定 し 、 推 定 結 果 を 基 地 局 装 置 に 通 知 す る こ と で 、 基 地 局 装 置 は
そ の 推 定 結 果 に 基 づ い て 最 適 な 変 調 方 式 と 符 号 化 率 を 決 定 し 、 パ ケ ッ ト 伝 送 を 行 う 。 な お
、 変 調 方 式 と 符 号 化 率 の 組 み 合 わ せ を Ｍ Ｃ Ｓ （ Modulation and Coding Scheme） と い い 、
Ｍ Ｃ Ｓ に は レ ベ ル が 付 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 低 い 多 値 数 の 変 調 方 式 と 低 い 符 号 化 率 の
組 み 合 わ せ は Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル が 低 く 、 高 い 多 値 数 の 変 調 方 式 と 高 い 符 号 化 率 の 組 み 合 わ せ は
Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル が 高 い 。 Ｍ Ｃ Ｓ に 用 い ら れ る 変 調 方 式 は 、 例 え ば 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 ８ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １
６ Ｑ Ａ Ｍ 、 ６ ４ Ｑ Ａ Ｍ の ４ 種 類 と し 、 符 号 化 率 は 、 例 え ば 、 レ ー ト マ ッ チ ン グ を 用 い て １
／ ３ ～ １ の 間 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ａ Ｍ Ｃ は 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 決 定 及 び そ の 決 定 方 法 、 さ ら に 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 に よ っ
て 、 ス ル ー プ ッ ト 特 性 が 影 響 を 受 け る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ５ ０ １ １ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 T. Asai, K. Higuchi, and M. Sawahashi“ Experimental Evaluations 
on Throughput Performance of Adaptive Modulation and Channel Coding and Hybrid A
RQ in HSDPA,” TECHNICAL REPORT OF IEICE RCS2002-178(2002-10).
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 通 信 端 末 装 置 で の 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 い 場 合 、 実 際 の 回 線 品 質 を 反
映 し て い な い た め 、 最 適 な Ｍ Ｃ Ｓ の 選 択 が 行 え な く な り 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と
が で き な い 。 特 に 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 い た め 、 回 線 品 質 推 定 値 の 分 散 が 大 き い 場 合
、 選 択 さ れ る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル が 大 き く 変 動 す る こ と に な り 、 基 地 局 装 置 が 通 信 端 末 装 置 で の
回 線 品 質 の 推 定 結 果 を 受 信 し て か ら Ｍ Ｃ Ｓ を 決 定 し て い て は 、 制 御 遅 延 が 生 じ て し ま い 、
実 際 の 回 線 品 質 を 反 映 す る こ と が で き な い の で 、 回 線 品 質 に 応 じ た 最 適 な Ｍ Ｃ Ｓ を 選 択 す
る こ と が で き ず 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 い た め 、 回 線
品 質 推 定 値 の 分 散 が 大 き い 場 合 で も 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る 無 線 通 信 装 置 及 び Ｍ Ｃ Ｓ
決 定 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 変 更 可 能 な 符 号 化 率 で 送 信 デ ー タ を 符 号 化 す る 符 号 化 手 段 と
、 複 数 の 変 調 方 式 の う ち い ず れ か の 変 調 方 式 で 変 調 す る 変 調 手 段 と 、 所 定 の 変 動 幅 が 予 め
定 め ら れ 、 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 暫 定 的 に 求 め 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル
と 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と を 比 較 し 、 そ の レ ベ ル 差 が 前 記 変 動 幅 内 に あ る 場 合
、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 す る 一 方 、 前 記 レ ベ ル 差 が 前 記 変 動 幅 を 越 え る 場 合
に 、 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル 差 を 前 記 変 動 幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ
ベ ル を 決 定 し 、 決 定 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と な る よ う に 前 記 符 号 化 手 段 及 び 前 記 変 調 手 段 を 制
御 す る 制 御 手 段 と 、 を 具 備 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と
の レ ベ ル 差 が 所 定 の 変 動 幅 内 で あ れ ば 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 し 、 前 記 レ ベ
ル 差 が 所 定 の 変 動 幅 を 越 え れ ば 、 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル 差 を 所
定 の 変 動 幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 す る こ と に よ り 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動 を 緩 や か
に す る こ と が で き る の で 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 い た め 、 回 線 品 質 推 定 値 の 分 散 が 大 き
い 場 合 で も 、 実 際 の 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ を 用 い る こ と に な る の で 、 ス ル ー プ ッ ト を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 迅 速 に 決 定 す る こ と が で き る の で 、 制 御 遅
延 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 を 検 出 す る 検 出 手 段 と
、 検 出 さ れ た ド ッ プ ラ ー 周 波 数 に 応 じ て 、 前 回 制 御 時 に 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る
変 動 幅 を 決 定 す る 決 定 手 段 と 、 を 具 備 し 、 前 記 制 御 手 段 は 、 決 定 さ れ た 変 動 幅 で Ｍ Ｃ Ｓ レ
ベ ル を 決 定 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 に 応 じ た 変 動 幅 で Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 す る こ と に
よ り 、 フ ェ ー ジ ン グ の 影 響 で 回 線 品 質 の 変 動 が 大 き い 場 合 で も 、 回 線 品 質 の 変 動 に 追 従 す
る こ と が で き る の で 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 無 線 通 信 装 置 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 決 定 手 段 が 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 が 高
い 場 合 に は 変 動 幅 を 大 き く し 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 が 小 さ い 場 合 に は 変 動 幅 を 小 さ く す る 構
成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 が 高 い 場 合 に は フ ェ ー ジ ン グ が 速 い の で 、 回 線 品
質 の 変 動 が 大 き い た め 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動 幅 を 大 き く す る こ と に よ り 、 回 線 品 質 の 変 動
に 追 従 す る こ と が で き 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 が 低 い 場 合 に は フ ェ ー ジ ン グ が 遅 い の で 、 回 線
品 質 の 変 動 が 小 さ い た め 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動 幅 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 回 線 品 質 の 推
定 精 度 が 低 い 場 合 で も 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 方 法 は 、 所 定 の 変 動 幅 が 予 め 定 め ら れ 、 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ レ
ベ ル を 暫 定 的 に 求 め 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と
を 比 較 し 、 そ の レ ベ ル 差 が 前 記 変 動 幅 内 に あ る 場 合 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定
す る 一 方 、 前 記 レ ベ ル 差 が 前 記 変 動 幅 を 越 え る 場 合 に 、 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル
に 対 す る レ ベ ル 差 を 前 記 変 動 幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と
の レ ベ ル 差 が 所 定 の 変 動 幅 内 で あ れ ば 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 し 、 前 記 レ ベ
ル 差 が 所 定 の 変 動 幅 を 越 え れ ば 、 前 回 制 御 時 に 用 い た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル 差 を 所
定 の 変 動 幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 す る こ と に よ り 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動 を 緩 や か
に す る こ と が で き る の で 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 い た め 、 回 線 品 質 推 定 値 の 分 散 が 大 き
い 場 合 で も 、 実 際 の 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ を 用 い る こ と に な る の で 、 ス ル ー プ ッ ト を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 迅 速 に 決 定 す る こ と が で き る の で 、 制 御 遅
延 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 制 御 時 の Ｍ
Ｃ Ｓ レ ベ ル と の レ ベ ル 差 が 所 定 の 変 動 幅 内 に あ れ ば 、 暫 定 的 に 求 め た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 今 回
制 御 時 の Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 し 、 前 記 レ ベ ル 差 が 所 定 の 変 動 幅 を 越 え れ ば 、 前 回 制 御 時 の
Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル 差 を 所 定 の 変 動 幅 に 制 限 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 今 回 制 御 時 の Ｍ
Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 す る こ と に よ り 、 回 線 品 質 推 定 値 の 分 散 が 大 き い 場 合 で も 、 ス ル ー プ ッ
ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 通 信 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ
の 図 に お い て 、 タ ー ボ 符 号 化 器 １ ０ １ は 、 送 信 デ ー タ を タ ー ボ 符 号 化 し 、 符 号 化 後 の 信 号
を レ ー ト マ ッ チ ン グ 部 １ ０ ３ に 出 力 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 １ ０ ２ は 、 回 線 品 質 推 定 値 で あ る Ｓ Ｉ Ｒ （ Signal to Interference Ratio
） 値 に 基 づ い て Ｍ Ｃ Ｓ の 決 定 を 行 い 、 レ ー ト マ ッ チ ン グ 部 １ ０ ３ と 変 調 部 １ ０ ５ を 制 御 す
る 。 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 １ ０ ２ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 レ ー ト マ ッ チ ン グ 部 １ ０ ３ は 、 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 １ ０ ２ で 決 定 さ れ た Ｍ Ｃ Ｓ と な る よ う に 、
タ ー ボ 符 号 化 器 １ ０ １ か ら 出 力 さ れ た 信 号 に レ ー ト マ ッ チ 処 理 を 行 い 、 レ ー ト マ ッ チ 後 の
信 号 を イ ン タ リ ー バ １ ０ ４ に 出 力 す る 。 イ ン タ リ ー バ １ ０ ４ は 、 レ ー ト マ ッ チ ン グ 部 １ ０
３ か ら 出 力 さ れ た 信 号 を 所 定 の パ タ ー ン に 従 っ て 配 列 を 並 べ 替 え （ イ ン タ リ ー ブ ） 、 イ ン
タ リ ー ブ 後 の 信 号 を 変 調 部 １ ０ ５ に 出 力 す る 。 な お 、 タ ー ボ 符 号 化 器 １ ０ １ 及 び レ ー ト マ
ッ チ ン グ 部 １ ０ ３ は 、 符 号 化 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 変 調 部 １ ０ ５ は 、 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 １ ０ ２ の 制 御 に 従 っ て 、 イ ン タ リ ー バ １ ０ ４ か ら 出 力 さ
れ た 信 号 を Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 ８ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ６ Ｑ Ａ Ｍ 、 ６ ４ Ｑ Ａ Ｍ の い ず れ か で 変 調 し 、 変 調 後 の
信 号 を 送 信 処 理 部 １ ０ ６ に 出 力 す る 。 送 信 処 理 部 １ ０ ６ は 、 変 調 部 １ ０ ５ か ら 出 力 さ れ た
信 号 に 所 定 の 送 信 処 理 を 行 い 、 ア ン テ ナ １ ０ ７ を 介 し て 通 信 相 手 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 １ ０ ２ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） 取 得 部 ２ ０ １ は 、 通 信 相 手 か ら 通 知 さ れ た
Ｓ Ｉ Ｒ 値 に 対 応 す る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を Ｍ Ｃ Ｓ テ ー ブ ル ２ ０ ２ か ら 取 得 す る 。 こ の Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ
ル を 暫 定 的 な Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） ） と し 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） を 大 小 比 較 部 ２
０ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｍ Ｃ Ｓ テ ー ブ ル ２ ０ ２ は 、 変 調 方 式 及 び 符 号 化 率 が 組 み 合 わ さ れ た テ ー ブ ル を 保 持 し て
い る 。 テ ー ブ ル の 具 体 例 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｍ Ｃ Ｓ テ ー ブ ル
を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 が 示 す よ う に 、 変 調 方 式 と 符 号 化 率 、 さ ら に Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル が 対 応
付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル ＝ （ 変 調 方 式 、 符 号 化 率 ） で 表 す と 、 Ｍ Ｃ Ｓ
レ ベ ル １ ＝ （ Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ／ ２ ） 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル ２ ＝ （ ８ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ／ ２ ） 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ
ル ３ ＝ （ １ ６ Ｑ Ａ Ｍ 、 １ ／ ２ ） 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル ４ ＝ （ ６ ４ Ｑ Ａ Ｍ 、 １ ／ ２ ） が 対 応 付 け ら
れ て い る 。 参 考 ま で に 、 各 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に お け る １ シ ン ボ ル 当 た り の ビ ッ ト 数 は 、 Ｍ Ｃ Ｓ
レ ベ ル １ ～ ４ で そ れ ぞ れ 、 「 １ 」 、 「 １ ． ５ 」 、 「 ２ 」 、 「 ３ 」 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） 記 憶 部 ２ ０ ３ は 、 前 回 制 御 時 に 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） ）
を 記 憶 し 、 大 小 比 較 部 ２ ０ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 大 小 比 較 部 ２ ０ ４ は 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） 取 得 部 ２ ０ １ か ら 出 力 さ れ た Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ）
と 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） 記 憶 部 ２ ０ ３ か ら 出 力 さ れ た Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） と の 大 小 比 較 を 行 い 、 比 較 結
果 を Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 部 ２ ０ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 部 ２ ０ ５ は 、 大 小 比 較 部 ２ ０ ４ か ら 出 力 さ れ た 比 較 結 果 に 基 づ い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ
（ ｐ ） に 対 し て 予 め 定 め ら れ た 変 動 幅 に 収 ま る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 決 定 し 、 決 定 し た Ｍ Ｃ Ｓ レ
ベ ル に 相 当 す る 変 調 方 式 及 び 符 号 化 率 を Ｍ Ｃ Ｓ テ ー ブ ル ２ ０ ２ か ら 検 索 し 、 レ ー ト マ ッ チ
ン グ 部 １ ０ ３ と 変 調 部 １ ０ ５ を 制 御 す る 。 な お 、 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 部 ２ ０ ５ は 、 決 定 し た Ｍ Ｃ Ｓ
レ ベ ル を Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） 記 憶 部 ２ ０ ３ に 出 力 し 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） 記 憶 部 ２ ０ ３ は 記 憶 し て い た
Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） を 新 た に 決 定 さ れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 更 新 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 １ ０ ２ の Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 手
順 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 ス テ ッ プ （ 以 下 、 「 Ｓ Ｔ 」 と 省 略 す る ） ４ ０
１ で は 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） 取 得 部 ２ ０ １ が 通 信 相 手 に よ り 求 め ら れ た Ｓ Ｉ Ｒ 値 を 取 得 し 、
Ｓ Ｔ ４ ０ ２ で は 、 取 得 し た Ｓ Ｉ Ｒ 値 と 所 定 の 閾 値 Ｓ １ ， Ｓ ２ ， Ｓ ３ （ Ｓ １ ＜ Ｓ ２ ＜ Ｓ ３ ）
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と の 閾 値 判 定 が 行 わ れ 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） ） が 求 め ら れ る 。 具 体 的 に は 、
Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） 取 得 部 ２ ０ １ が 取 得 し た Ｓ Ｉ Ｒ 値 が 閾 値 Ｓ １ 以 下 の と き 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ
Ｒ ） ＝ １ と し 、 Ｓ Ｉ Ｒ 値 が 閾 値 Ｓ １ よ り 大 き く 、 か つ 、 閾 値 Ｓ ２ 以 下 の と き 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ
Ｉ Ｒ ） ＝ ２ と す る 。 ま た 、 Ｓ Ｉ Ｒ 値 が 閾 値 Ｓ ２ よ り 大 き く 、 か つ 、 閾 値 Ｓ ３ 以 下 の と き 、
Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） ＝ ３ と し 、 Ｓ Ｉ Ｒ 値 が 閾 値 Ｓ ３ よ り 大 き い と き 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） ＝ ４
と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｓ Ｔ ４ ０ ３ で は 、 大 小 比 較 部 ２ ０ ４ に お い て 、 Ｓ Ｔ ４ ０ ２ で 求 め ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ
） が 前 回 の Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 時 に 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） ） を 越 え る か 否 か が 判
定 さ れ 、 越 え る 場 合 に は Ｓ Ｔ ４ ０ ４ に 移 行 し 、 Ｓ Ｔ ４ ０ ４ に お い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 部 ２ ０ ５
は 今 回 の Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 に 用 い る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） よ り １ つ 上 げ 、 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 手 順
を 終 了 す る 。 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） が Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） を 越 え な い 場 合 に は Ｓ Ｔ ４ ０ ５ に 移 行 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｓ Ｔ ４ ０ ５ で は 、 大 小 比 較 部 ２ ０ ４ に お い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） が Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） と 等 し
い か 否 か が 判 定 さ れ 、 等 し い 場 合 に は Ｓ Ｔ ４ ０ ６ に 移 行 し 、 Ｓ Ｔ ４ ０ ６ に お い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ
決 定 部 ２ ０ ５ は 今 回 の Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 に 用 い る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） と 同 じ に し 、 Ｍ Ｃ
Ｓ 決 定 手 順 を 終 了 す る 。 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） が Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） と 等 し く な い 場 合 、 す な わ ち 、
Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） が Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） よ り 小 さ い 場 合 、 Ｓ Ｔ ４ ０ ７ に 移 行 し 、 Ｓ Ｔ ４ ０ ７ に お
い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 部 ２ ０ ５ は 今 回 の Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 に 用 い る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） よ り
１ つ 下 げ 、 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 手 順 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 Ｍ Ｃ Ｓ を 決 定 す る 際 に 、 通 信 相 手 か ら 通 知 さ れ た Ｓ Ｉ Ｒ 値 に 基 づ い て 暫 定
的 に 求 め ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） ） と 前 回 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ
Ｓ （ ｐ ） ） と の 変 動 幅 （ レ ベ ル 差 ） が ± １ 以 内 に 収 ま る よ う に 決 定 す る こ と に よ り 、 Ｍ Ｃ
Ｓ レ ベ ル の 変 動 を 緩 や か に す る こ と が で き る た め 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 く 、 Ｓ Ｉ Ｒ 値
の 分 散 が 大 き い 場 合 で も 、 実 際 の 回 線 品 質 の 変 動 は 小 さ い こ と が 多 い の で 、 実 際 の 回 線 品
質 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ を 決 定 す る こ と に な り 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 方 法 に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に お い て 、 横
軸 は Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を 示 し 、 縦 軸 は 各 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル が 決 定 さ れ た 回 数 を 示 し て い る 。 ま た 、
白 抜 き の グ ラ フ は 理 想 Ｓ Ｉ Ｒ 値 で Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 を 行 っ た 場 合 を 示 し 、 網 掛 け の グ ラ フ は Ｍ Ｃ
Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） の み で Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 を 行 っ た 場 合 （ 従 来 方 法 ） を 示 し 、 さ ら に 、 黒 塗 り の グ ラ
フ は 変 動 幅 に 制 約 を 設 け た 場 合 、 す な わ ち 、 今 回 用 い ら れ る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 前 回 用 い ら れ
た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と の 差 を 制 御 す る 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル ２ に つ い て 見 て み る と 、 理 想 Ｓ Ｉ Ｒ 値 で 決 定 さ れ た 回 数
が お よ そ ３ ０ ０ 回 で あ り 、 従 来 方 法 で 決 定 さ れ た 回 数 が お よ そ ２ ０ ０ 回 と な り 、 そ の 差 １
０ ０ 回 が 誤 判 定 さ れ た も の で あ る 。 こ れ に 対 し 、 変 動 幅 に 制 約 を 設 け た 場 合 に 決 定 さ れ た
回 数 は お よ そ ２ ５ ０ 回 で あ り 、 誤 判 定 の 回 数 を ５ ０ 回 に 低 減 し て い る 。 他 の Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル
に つ い て も 同 様 で あ り 、 変 動 幅 に 制 約 を 設 け る こ と に よ り 、 誤 判 定 の 回 数 を 半 減 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 回 線 品 質 の 推 定 精 度 が 低 く 、 回 線 品 質 推 定 値 の 分
散 が 大 き い 場 合 で も 、 実 際 の 回 線 品 質 の 変 動 は 小 さ い も の と 想 定 し 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動
幅 を 所 定 数 以 内 に 収 め る こ と に よ り 、 回 線 品 質 を 考 慮 し つ つ も そ の 影 響 を 全 て 反 映 さ せ ず
、 ま た 、 回 線 品 質 の 変 動 を 緩 や か に す る こ と が で き る た め 、 実 際 の 回 線 品 質 に 応 じ た Ｍ Ｃ
Ｓ を 決 定 す る こ と に な り 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル
を 迅 速 に 決 定 す る こ と が で き る の で 、 制 御 遅 延 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル を ４ 段 階 と し 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動 幅 を ± １ に
制 約 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル の 変 動 幅 を ± ２ ， ± ３ ， … ， な ど に 制 約 す る 場 合 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ
） と Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） と の レ ベ ル 差 が 制 約 し た 値 以 内 に 収 ま る 場 合 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） を 今 回
用 い る Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル に 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 実 施 の 形 態 １ で は 、 回 線 品 質 の 変 動 が 小 さ い も の と 想 定 し 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） と Ｍ Ｃ Ｓ
（ ｐ ） と の レ ベ ル 差 を 所 定 の 変 動 幅 内 に 制 限 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 実 施 の 形 態
で は 、 フ ェ ー ジ ン グ の 影 響 に よ り 回 線 品 質 の 変 動 が 大 き い 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 送 信 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 た だ し
、 図 ６ が 図 １ と 共 通 す る 部 分 は 、 図 １ と 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ｆ ｄ 検 出 部 ６ ０ １ は 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 （ ｆ ｄ ） を 検 出 し 、 検 出 し た ｆ ｄ を 変 動 幅 決 定
部 ６ ０ ２ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 変 動 幅 決 定 部 ６ ０ ２ は 、 ｆ ｄ 検 出 部 ６ ０ １ か ら 通 知 さ れ た ｆ ｄ に 基 づ い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ の 変
動 幅 を 決 定 し 、 決 定 し た 変 動 幅 を Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 ６ ０ ３ に 通 知 す る 。 具 体 的 に は 、 ｆ ｄ が 小
さ い 場 合 に は 変 動 幅 を 小 さ く し 、 ｆ ｄ が 大 き い 場 合 に は 変 動 幅 を 大 き く す る 。 こ れ は 、 ｆ
ｄ が 小 さ い 場 合 は フ ェ ー ジ ン グ が 遅 い こ と を 表 し て お り 、 回 線 品 質 の 変 動 は 緩 や か で あ り
、 ｆ ｄ が 大 き い 場 合 は フ ェ ー ジ ン グ が 速 い こ と を 表 し て お り 、 回 線 品 質 の 変 動 は 急 峻 で あ
る こ と に よ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 ６ ０ ３ は 、 Ｓ Ｉ Ｒ 値 か ら 暫 定 的 に 求 め ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ
Ｒ ） ） と 前 回 の 制 御 時 に 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル （ Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） ） と の 大 小 比 較 を 行 い 、
比 較 結 果 に 基 づ い て 、 Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） に 対 し て 変 動 幅 決 定 部 ６ ０ ２ か ら 通 知 さ れ た 変 動 幅 で
増 加 又 は 減 少 さ せ る こ と に よ り Ｍ Ｃ Ｓ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ド ッ プ ラ ー 周 波 数 に 応 じ た Ｍ Ｃ Ｓ の 変 動 幅 を 決 定 し
、 こ の 変 動 幅 で 前 回 の 制 御 時 に 用 い ら れ た Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル よ り 増 加 又 は 減 少 さ せ る こ と に よ
り 、 フ ェ ー ジ ン グ の 影 響 で 回 線 品 質 の 変 動 が 大 き い 場 合 で も 、 回 線 品 質 の 変 動 に 追 従 す る
こ と が で き る の で 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 上 述 し た 各 実 施 の 形 態 で は 、 回 線 品 質 と し て Ｓ Ｉ Ｒ 値 を 用 い て 説 明 し た が 、 本 発
明 は こ れ に 限 ら ず 、 Ｓ Ｎ Ｒ （ Signal to Noise Ratio） 、 Ｃ Ｑ Ｉ （ Channel Quality of In
dicator） な ど 、 回 線 品 質 を 表 す 指 標 で あ れ ば 何 で も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 願 発 明 に か か る 無 線 通 信 装 置 及 び Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 方 法 は 、 前 回 制 御 時 の Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と 今
回 制 御 時 の Ｍ Ｃ Ｓ レ ベ ル と の 差 が 所 定 の 変 動 幅 内 に 収 ま る よ う に Ｍ Ｃ Ｓ を 決 定 す る こ と に
よ り 、 回 線 品 質 推 定 値 の 分 散 が 大 き い 場 合 で も 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る と い う 効 果 を
有 し 、 Ａ Ｍ Ｃ 制 御 を 行 う 無 線 通 信 装 置 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 線 通 信 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｍ Ｃ Ｓ テ ー ブ ル を 示 す 図
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【 図 ４ 】 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 手 順 を 示 す フ ロ ー 図
【 図 ５ 】 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 方 法 に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 送 信 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ ０ １ 　 タ ー ボ 符 号 化 器
　 １ ０ ２ 、 ６ ０ ３ 　 Ｍ Ｃ Ｓ 制 御 部
　 １ ０ ３ 　 レ ー ト マ ッ チ ン グ 部
　 １ ０ ４ 　 イ ン タ リ ー バ
　 １ ０ ５ 　 変 調 部
　 １ ０ ６ 　 送 信 処 理 部
　 ２ ０ １ 　 Ｍ Ｃ Ｓ （ Ｓ Ｉ Ｒ ） 取 得 部
　 ２ ０ ２ 　 Ｍ Ｃ Ｓ テ ー ブ ル
　 ２ ０ ３ 　 Ｍ Ｃ Ｓ （ ｐ ） 記 憶 部
　 ２ ０ ４ 　 大 小 比 較 部
　 ２ ０ ５ 　 Ｍ Ｃ Ｓ 決 定 部
　 ６ ０ １ 　 ｆ ｄ 検 出 部
　 ６ ０ ２ 　 変 動 幅 決 定 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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